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去る5月23日、ザ・工ルシィ町田において、第20回通常総会が

開催されました。今年、創立50周年・社団化20周年を迎えた町

田法人会の記念式典と祝賀会が併せて挙行されました。

当日は午後2時30分より第1部の通常総会を開催。上程され

た議案は原案どおり承認可決されました。

第2部の記念式典は総会終了後、関係諸機関と上部団体、三

多摩法人会の各会会長、友誼団体の役員の方々等、多数のご来

賓をお迎えし、厳かに挙行されました。式典では、永年にEり法人

会活動に貢献された76名の方々に感謝状が贈呈されました。

第
初
回
通
常
総
会
と

記
念
式
典
・
祝
賀
会
を
開
催

総
会
で
は
全
議
案
を
原
案
ど
お
り
承
認
可
決

。
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170年前にあった“金森の写真館"J

三橋園民

「電気代を払わなかったら切られちゃった

よ…」それでも、アゴ髭を生やした老写真師

は平然と暗室で仕事をしていた。今から 70

年前、壊れそうなポ口家の「写真館」は、三
て3カ、

塚から横浜線の南陸橋を渡り右折してすぐ

の金森にあった。トタン葺きの軒庇に載せ

た横長の看板に、フォトグラフィとペンキ

の黒で英文字が.書かれているのが印象的だ

った。 輔品

・壮大な太鼓の演舞、町田工イサー・琉



総
会
で
は
、
定
款
に
従
い
八
木
会
長
が

議
長
と
な
り
議
事
に
入
り
ま
し
た
。
-
号

議
案
か
ら

4
号
議
案
ま
で
を
総
務
委
員

会
か
ら
説
明
さ
れ
全
会

一
致
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

議
事
終
了
後
、
組
織
の
強
化
に
貢
献
さ

れ
た
臼
名
の
会
員
の
方
々
に
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

町田税務署長祝辞要旨

町
田
法
人
会
は
会
員
増
強
運
動

に
お
い
て
も
成
果
を
上
げ
、
ご
尽

力
さ
れ
た
会
員
の
方
々
に
は
敬
意

を
表
し
ま
す
と
共
に
、
感
謝
状
を

受
け
ら
れ
た
方
々
に
心
か
ら
お
祝

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
今
の
社
会
情
勢
の
変
化
は
目
ま
ぐ
る

し
く
、
税
務
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
も
高

度
情
報
化
と
国
際
化
な
ど
大
き
く
変
化
し

つ
つ
あ
り
、
き
び
し
い
経
済
情
勢
等
も
あ

い
ま
っ
て
税
に
対
す
る
国
民
の
関
心
は
非

常
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
情
勢
の
中
で
税
務
に
携
わ
る
私
共

と
し
て
は
、

『適
正

・公
正
な
課
税
の
実
現
」

『信
頼
さ
れ
る
税
務
行
政
の
確
立
』
に
向

。

け
て

一
層
努
力
す
る
所
存
で
す
。

本
年

4
月
1
日
か
ら
は

『国
家
公
務

員
倫
理
法
』
が
施
行
さ
れ
、
税
務
行
政
で

も
同
様
に
社
会
的
な
監
視
の
目
が
集
中
し

て
お
り
ま
す
が
、
法
の
範
囲
の
中
で
支
援

と
協
力
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

上
程
さ
れ
た
議
案

第

1
号
議
案

平
成
竹
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件

第

2
号
議
案

平
成
什
年
度
収
支
決
算
報
告
並
び
に

監
査
報
告
承
認
の
件

第

3
号
議
案

平
成
也
年
度
事
業
計
画
(
案
)
承
認
の
件

第

4
号
議
案

平
成
吃
年
度
収
支
予
算
(
案
)
承
認
の
件
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.東法違下回副会長 (右)と、税理士会引田支部長(左)から祝辞を頂きました

記
念
式
典
で
は
物

故
者
に
黙
祷
を
捧
げ

た
あ
と
、
八
木
会
長

は
式
辞
で
、

「
半
世

紀
に
亘
る
先
人
達
の

熱
い
思
い
と
、
関
係

諸
機
関
、
友
誼
団
体

の
暖
か
い
ご
支
援
、

ご
指
導
へ
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
と
共
に
、

創
立
印
周
年

・
社
団
化
初
周
年
の
記
念

を
共
に
祝
え
る
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

本
日
を
契
機
に
、
役
員

一
同
が
心
を
新
た

に
し

『良
き
経
営
者
を
目
指
す
も
の
の
団

体
』
と
し
て
一
層
の
発
展
を
誓
い
ま
す
。
」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

式
辞
の
あ
と
感
謝
状
の
贈
呈
が
お
こ
な

わ
れ
、
〈
地
区
会
功
労
者
表
彰
〉
〈
永
年
勤

続
役
職
員
表
彰
〉
〈
特
別
表
彰
〉
〈
会
報
発

行
協
力
者
表
彰
〉
〈
共
済
制
度
推
進
協
力

会
社
表
彰
〉
で
市
名
の
方
々
へ
敬
意
を
表

し
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
祝
辞
で
は
、
名
取
町
田
税
務
署
長
、

関
口
都
税
事
務
所
長
は
じ
め
多
数
の
ご
来

賓
の
方
々
よ
り
祝
辞
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

記
念
祝
賀
会
で
は
、
寺
田
市
長
か
ら
祝

辞
を
頂
戴
し
た
あ
と
開
宴
。
沖
縄
の
勇
壮

な
太
鼓
の
演
舞
エ
イ
サ
!
と
カ
ン
ト
リ
ー

ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
の
生
演
奏
が
披
露
さ
れ
、

趣
向
を
こ
ら
し
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
宴

席
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

エ
イ
サ
l
は
沖
縄
の
伝
統
芸
能
で
、

旧

盆
に
な
る
と
若
者
達
が
町
内
を
練
り
歩
き
、

ご
先
祖
の
霊
を
供
養
す
る
踊
り
で
す
。
〈町

田
エ
イ
サ

l
・
琉
〉
は
、
沖
縄
市
と
町
田
市

の
文
化
交
流
を
通
じ
て

5
年
前
に
組
織

さ
れ
ま
し
た
。

祝
賀
会
に
は
、
町
田
税
務
署
の
歴
代
署

長
を
は
じ
め
関
係
諸
機
関
・
諸
国
体
な
ど

大
勢
の
ご
来
賓
の
方
々
に
ご
臨
席
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
半
世
紀
に
亘
る
歴

史
の
中
で
の
思
い
出
話
や
法
人
会
の
未
来

象
等
の
話
題
が
交

わ
さ
れ
和
や
か
な

ひ
と
と
き
と
な
り

ま
し
た
。



-会場では会報表紙展を併設

日11器長(法人担当)

古川 達弘
署長

菱山 忠一

IlIJ田税務署では7月10日付けで定期異動が行なわ

れました。会員の皆様と特に関わりのある方々

を紹介します。

法人課税第1部門上席指導官 法人諜税第4部門統指官 法人諜税第3部門統泊管 法人課税第2部門統括官 法人諜税第1部門統括官

鈴木俊次 小関 友明 宗本恭治 西出千恵子 土屋敏雄

。



平成11年4月1日から平成12年3月31日まで平成11年度収支報告を
平
成
刊
年
度
決
算
の
概
要
に
つ
い
て

会
費
収
入

ほ
ぼ
予
算
ど
お
り
に
推
移
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
こ
数
年
の
会
員
数
の
減
少
が
憂
慮
さ
れ
ま
す
。

特
別
会
費
収
入

総
会
や
新
春
の
集
い
の
特
別
会
費
が
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。

事
業
収
入

簿
記
講
習
会
な
ど
の
受
講
料
、
簡
易
保
険
の
受

取
り
手
数
料
の
ほ
か
に
、
地
区
会

・部
会
の
会
計

を
本
部
会
計
に
反
映
さ
せ
る
た
め
地
区
会
・部
会

の
収
入
は
こ
こ
に
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

(単位.円)-収入の部
騨鱒韓議離喜鱒輔輯轍輔韓議議離轍輯購謀議選襲

15，000 15，000 基本財 運用収入

会費収

特別 会費収入

入 44，352，200 44，192，100 

3，707，000 

業 11，297，679 

6，152，300 

3，580，000 

8，870，000 

5，875，500 

事

補助金収入

推進費収入

入収

10，296，075 

~:ll 

日
年
度
は
地
区
会

・部
会
の
事
業
が
活
発
に

お
こ
な
わ
れ
、
当
初
の
予
算
を
大
き
く
超
え
ま
し

た
。

補
助
金
収
入
・
推
進
費
収
入

経
営
者
大
型
保
障
な
ど
の
厚
生
事
業
か
ら
生

ま
れ
る
収
益
等
を
、
東
法
連
を
通
じ
て
還
元
さ
れ

た
も
の
で
す
。

特
定
預
金
取
崩
収
入

O

A
機
導
入

・広
告
塔
・
社
会
貢
献
活
動
を
目

的
と
し
た
積
立
預
金
を
取
崩
し
ま
し
た
。
O
A
機

導
入
預
金
の
取
崩
し
は
、
会
員
管
理
ソ
フ
ト
の

一

部
の
機
能
を
手
直
し
す
る
た
め
で
す
。
ま
た
、
広

告
塔
設
置
預
金
は、

当
初
の
目
的
を
達
成
し
た
の

で
取
崩
し
、

O
A
機
導
入
預
金
に
振
り
替
え
ま
し

雑

特 定預金取収入

繰入金収入

当期収入合計(A)
繰 越収支差額

収入合計 (B) 86，085，798 83，168，161 

-支出の部
醐醐職富田華麗属園田醐自由時誠一品南海主要素鱒

44，652，281 

2，678，251 

1，330，182 

2，230，010 

1，599，101 

80，979，547 

5，106，251 

45，910，000 

2，900，000 

9，953，200 

1，960，000 

3，230，010 

386，100 

78，061，910 

5，106，251 

費

費

入

業

一
議

事

一
会

機
密
機
議
機
総
議
と
総
ぬ
務
総
桝
約 29，851，643 29，360，000 費

固定資産取得支出

理管

567，000 

3，130，000 

504，000 

1，599，101 386，100 出金支繰入

O 82，061 費{蒲予

600，000 

3，130，000 

800，000 

特定預金支出

法人税等引当金繰入

た
。
社
会
貢
献
活
動
預
金
の
取
崩
し
は
、
青
年
部

会
と
女
性
部
会
の
主
催
で
実
施
さ
れ
た
〈
映
画
無

料
上
映
会
〉
に
用
い
た
費
用
に
充
当
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
費

対
前
年
胤
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

事
業
が
そ
れ
だ
け
活
発
に
実
施
さ
れ
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

研
修
参
加
人
員
は
、
前
年
対
比
で

7
%増

と
な
り
ま
し
た
。

会
議
費
・
管
理
費

ほ
ぼ
予
算
ど
お
り
の
支
出
と
な
り
ま
し
た
。

特
定
預
金
支
出

例
年
と
同
様
に
、
記
念
事
業
、

会
館
建
設
、
退
職
給
与
、

会

員

名
簿
発
刊
の
準
備
金
と
し
て
積

み
立
て
ま
し
た

。
ま
た
、
先
に

取
崩
し
た
広
告
塔
設
置
預
金
は

O
A
機
導
入
預
金
に
振
り
替
え
、

平

成

ロ
年
度
に
導
入
す
る
研

修
会
用
パ
ソ

コ
ン
の
原
資
に
充

当
し
ま
す
。

次
期
繰
越
金

約

制

万

が

次

期

に

繰

り

越

さ
れ
ま
し
た
。

82，982，276 

ム 2，002，729

83，168，161 

ム 5，106，251

当期支出合計(C)

当期支出差額(A)ー(C)

次期繰越収支差額(8)ー(C) 3，103，522 O 

。



平成12年度事業計画

今
年
の
法
人
会

・
・
・
・
こ
ん
な
と
こ
ろ
が
違
い
ま
す

平
成
ロ
年
度
で
大
き
く
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
は
、

周
年
事
業
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
で
す
。
平
成

5

年
度
か
ら

7
年
間
で
記
念
事
業
の
原
資
制
万
を

積
立
て
て
き
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
こ
れ
を
取
崩

し
事
業
費
に
計
上
し
ま
し
た
。

ま
た
そ
の
他
の
事
業
関
係
で
は
、
研
修
事
業
の

パ
ソ

コ
ン
講
習
を
強
化
し
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
へ
の
接
続
環
境
を
備
え
た
パ
ソ
コ
ン
を

叩

台
導
入
し
、
新
た
に

「パ

ソ
コ
ン
講
座
」

「パ

ソ
コ

ン
を
使
っ
た
簿
記
講
習
会
」
な
ど
を
計
画
し
ま
す
。

一
方
、
伊
豆
長
岡
の
保
養
所
は
、
諸
般
の
事
情

に
よ
り
利
用
契
約
を
解
除
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

東
法
連
の
福
利
厚
生
事
業
が
充
実
さ
れ
、
〈
ラ
フ

ォ
ー
レ
倶
楽
部
〉
〈
全
日
空
ホ
テ
ル
〉
な
ど
が
特

約
で
利
用
で
き
る
様
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
会
員

の
皆
様
に
は
よ
り
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
広
報
事
業
で
は
、
現
在
委
員
会
で
ホ

i

ム
ペ

l
ジ
の
開
設
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
す
べ

く
準
備
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

3月下旬

9月上旬

-平成12年度の事業計画表

9月上旬~11 月上旬 (10日間)5月下旬 (10日間)

9月上旬~12月上旬 (7日間X2回)

6月上旬 (6日間)

9月下旬

10月中旬

10月上旬 (68間)

8月下旬から毎週金曜日

2月中旬11月中旬8月下旬5月中旬

。

5月下旬

11月上旬

11月を除いて毎月第3月曜日に開催します(年11回)

奇数月の第3火曜日に開催します(年6回)

11月中旬



前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
事
業
費
は
ロ
%
、
管

理
費
は
5
%
増
額
し
ま
し
た
が
、
会
議
費
は
、
半

減
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
総
会
が
記
念
式
典
と
同
日

に
開
催
し
た
た
め
で
す
。

特
定
預
金
支
出
は
、

会
館
建
設
、
退
職
給
与
、

会
員
名
簿
発
刊
の
準
備
金
と
し
て
各

回
万
、
例

年
と
同
額
を
計
上
し
ま
し
た
。

り
ま
す
。
ま
た
記
念
事
業
の
実
施
に
伴
い

《
特
定

預
金
取
崩
収
入
》
が
前
年
対
比
で
約

3
倍
に
増

額
し
て
い
ま
す
。

左
の
円
グ
ラ
フ
は
平
成

ロ
年
度
の
予
算
を
項

目
別
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

予
算
の
総
額
は
8
8
5
4
万
円
。
記
念
事
業

の
実
施
に
伴

い
、
前
年
対
比
で
約
6
%
の
増
額

一
方
支
出
の
部
で
は
、
事
業
費
が
総
支
出
の
約

時
%
を
占
め
て
い
ま
す
。
研
修
会
や
会
報
の
作
成

に
お
%
、

地
区
会
、
部
会
の
活
動
費
と
し
て
却
%、

記
念
事
業
関
係
に

日
%
の
予
算
を
計
上
し
て

い

ま
す
。

に
な
り
ま
し
た
。

収
入

の
部
で
は
、

《
会
費
収
入
》
が
前
年
対
比

で
2
%
減
額
し
ま
し
た
が
、
総
収
入
の
約
刊
%

を
占
め
、
当
会
の
財
源
の
最
も
大
き
な
部
分
に
な

平成12年度予算の概要

会費収入

48.90% 
43，300，000円

その他の収入

(雑収入・繰越収支差額など)

7.94% 7，032，056円

4.00% 

事業費

57.91% 
51，280，000円

管理費

34.73% 
30，754，100円

補助金・推進費

収入

17.44% 
15，444，650円

特定預金取崩収入

10.42% 
9，230，000円

-収入の部

-支出の部

-
繍
燃
側
総
裁
畿

o 

。



平成11年度

組織強化功績表彰者名簿
江 小
成 川

鈴
田

植
木

渡
辺

栢
沼

渋牧
谷野

尚
孝

株
式
会
社
オ
リ
ン
ピ
ア

勝
敏

株
式
会
社
さ
く
ら
建
物

秀
雄

有
限
会
社
鈴
田
商
庖

ヲム

株
式
会
社
弘
文
堂

栄
治

有
限
会
社
葵
シ
ス
テ
ム

貞
雄

株
式
会
社
電
友
社

正

株
式
会
社
タ
ウ
ン
ツ
ー
リ
ス
ト

俊
徳

0
・
1

0
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社

田
中

佐
藤
作
太
郎

古
田
尾
建
設
株
式
会
社

利
明

株
式
会
社
田
中
食
器
厨
一房

尾
辻

磁
聖子

露
木

矢
沢

h
F
 

H
H
 

株
式
会
社
電
巧
舎

不iJ
彦

有
限
会
社
犠
野
商
会

賓

有
限
会
社
露
木
商
庖

武
株
式
会
社
ア
口
l
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ス

林 藤
堂

辻仁
科

村
田

黒
木

白
ar 
111 

青
柳

日
比
野

純忠
稔雄雄

猛
夫

木
目
田
邦
夫

史
朗

義
英

山
本

舟加
木藤

村
田

員
瀬

土
志
田
信
行

古
川

千
葉

伊
田

山
下

関
谷

鈴
木

市宮
川本

進

有
限
会
社
藤
堂
産
業

昭
平

有
限
会
社
林
商
庖

義
園

町
田
精
工
有
限
会
社

有
限
会
社
日
比
野
電
子
計
器

株
式
会
社
イ
メ

ー
ジ
ネ
ク
ス
卜

株
式
会
社
タ
ナ
ベ
管
材

正

有
限
会
社
黒
木
屋
酒
庖

初
美

義
昭

株

式
会
社
東
京
綜
合
造
園

有
限
会
社
畠
山
印
刷
社

美
粧
産
業
株
式
会
社

株
式
会
社
あ
る
け
い
総
業

ワ
タ
ヤ
商
事
株
式
会
社

有
限
会
社
フ
ナ
キ

クL

有
限
会
社
村
田
事
務
所

高是

株
式
会
社
力
イ
セ
工
業

亜
東
コ
ン
ス
ト
株
式
会
社

平盛
八稲

伸
成
工
業
株
式
会
社

株
式
会
社
千
葉
電
設

卓
己

有
限
会
社
ク
ロ
ー
バ
ー

守
雄

有
限
会
社
山
下
産
業

昌
司

有
限
会
社
セ
キ
ヤ
ス
ポ
ー
ツ

忠

旭
倉
庫
有
限
会
社

治
富
士
興
産
株
式
会
社

操

有
限
会
社
大
丸
屋
酒
庖

萩
生
田

高
橋

島
野

村 草
野薙

塚
本

須 細
崎野

吉 村
川 松

菅 小
野 JI[

111 
口

佐
藤

山
本

山
口

原大
野

吉
野

吉
川

中
島

三 鈴
樹木

大
野

@ 

博

萩

生

田
産
業
株
式
会
社

泰
造

高
橋
防
災
設
備
工
業
株
式
会
社

柴
芳
弥

有
限
会
社
シ
マ
ノ

有
限
会
社
く
さ
な
ぎ
沼
庖

豊
明

有
限
会
社
村
野
製
作
所

好
明

有
限
会
社
力
|
レ
ス
キ

ュ
ー
塚
本

恭
敬

小
野
路
石
油
株
式
会
社

一
男

有
限
会
社
須
崎
米
穀
居

調

敏

有
限
会
社
煎
茶
屋

忠

作

吉
川
産
業
株
式
会
社

泰
司

有
限
会
社
泰
尚

昌
行

ト
キ
ワ
美
術
印
刷
有
限
会
社

正

株
式
会
社
ヤ
マ
グ
チ

康

有
限
会
社
さ
と
う
ア
ー
ト

義
定

有
限
会
社
山
本
工
務
庖

謙

株
式
会
社
山
美
興
産

Ut 

有
限
会
社
京
南

健

株
式
会
社
イ
ン
テ
リ
ア
オ
オ
ノ

仁h
'D、
雄

株
式
会
社
エ
ス
ビ
ー
商
事

愛
次

有
限
会
社
ヨ
シ
カ
ワ
文
具

国
男

有
限
会
社
中
島
酒
届

賢

有
限
会
社
鈴
木
造
花
庖

純官
=
一
樹
石
油
株
式
会
社

株
式
会
社
ソ
フ
ト
開
発
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題審

南

4
地
区
合
同
パ
ス
研
修
会

成
瀬
第
一
、
成
瀬
第
二
、
小
川
・
つ
く
し
野
、

鶴
間
地
区
会

「
富
士
山
を
望
む

ロ
マ
ン
と
芸
術
の
旅
」

@ 

朝
か
ら
天
候
に
恵
ま
れ
た

3
月
9
日、

南

4
地
区
合
同
の
日
帰
り
パ
ス
研
修
会

は

2
台
の
パ
ス
に
分
乗
し
、
富
士
の
裾
野

山
梨
県
河
口
湖
町
へ

。
車
中
、

地
区
会
長

の
挨
拶
の
あ
と
相
続
税
に
関
す
る
ビ
デ
オ

研
修
を
行
な
い
、
そ
の
あ
と
は
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
に
も
税
金
ク
イ
ズ
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。

前
方
を
見
ま
す
と
雪
の
帽
子
を
目
深
に

被

っ
た
富
士
山
が
く

っ
き
り
と
皆
を
迎
え

て
い
ま
し
た
。

自
然
林
の
中
に
は
[
一
竹
辻
が
花
]
幻

の
染
め
物
を
現
代
に
蘇
ら
せ
た

〈久
保
田

一
竹
美
術
館
〉
が
あ
り
ま
す
。
吹
き
抜
け

の
館
内
に
は
富
士
山
を
テ

l
マ
に
し
た
見

事
な
作
品
群
に
感
嘆
の
声
:
:

。

河
口
湖
の
ほ
と
り
で
昼
食
。
午
後
は

〈河

口
湖
オ
ル
ゴ

ー
ル
の
森
美
術
館
〉
を
見
学
。

中
に
入
る
と
珍
し
い
オ
ル
ゴ
ー
ル
が
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
さ
れ
て
お
り
、

音
の
素
晴
ら
し

き
と
古
代
を
偲
ば
せ
る
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
で

の
自
動
オ

ル
ガ
ン
等
、
建
物
の
中
は
趣
向

を
凝
ら
し
た
音
楽
の
玉
手
箱
の
よ
う
で
し

た
。
時
間
は
瞬
く
聞
に
過
ぎ
、
次
は

〈猿
ま

わ
し
劇
場
〉
へ
、

叩
歳
の
キ
ン

タ
と

2
歳

の
ト
マ
ト
が
可
愛
い
芸
を
披
露
し
て
く
れ

ま
し
た
。
拍
手
と
笑

い
の
渦
の
中
、
各
々

異
な

っ
た
見
学

コ
i
ス
に
日
頃
の
疲
れ
も

忘
れ
楽
し
い

一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

大
勢
の
方
々
と
出
会
え
る

[合
同
パ
ス

研
修
会
]
も
無
事
終
り
、
次
回
の
企
画
を

楽
し
み
に
家
路
へ
と
向
か

い
ま
し
た
。

(
吉
田

栄
)



了ヤ1

地区会のうさ
イJミンEω

建議需静

r十

小
山
地
区
会
パ
ス
研
修
会

「春
の
息
吹
と
味
覚
を
満
喫
」

町
田
法
人
会
の
末
子
で
あ
る
小
山
地
区

会
は
、
生
後
問
も
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
単

独
で
の
パ
ス
研
は
今
回
で
僅
か

4
回
目

で
す
が
、
不
思
議
な
程
す
べ
て
絶
好
の
日

和
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
回
も
連
日
寒
風
に
見
舞
わ
れ
た

2

月
下
旬
に
、
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
か
ら
千
葉
方

面
に
渡

っ
て
、
帰
路
は
フ

ェ
リ
ー
と
云
う

コ
l
ス
で
あ

っ
た
だ
け
に
、
風
で
も
出
た

ら
と
頭
を
痛
め
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
こ

れ
が
全
く
の
取
り
越
し
苦
労
で
、
快
晴
無

風
の
好
天
に
恵
ま
れ
快
調
な
ぺ
l
ス
で
ス

ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
消
化
す
る
こ
と
が
出
来
、

問
題
も
な
く
帰
着
出
来
た
こ
と
は
望
外
の

喜
び
で
あ
り
ま
し
た
。

期
待
し
て
い
た
昼
食
の
荒
磯
料
理
は
、

鮮
度
良
い
地
魚
を
主
体
に
し
た
現
地
な
ら

で
は
の
逸
品
。
三
芳
村
で
摘
ん
だ
ポ
ピ

i

の
奮
は
、
帰
宅
後
カ
ラ
フ
ル
な
花
を

一
斉

に
開
花
し
幾
日
も
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

て
素
晴
ら
し
い
お
土
産
で
し
た
。
館
山
の

イ
チ
ゴ
は
育
ち
が
良
く
、
色
昧
共
に
良
い

と
云
う
わ
け
で
皆
そ
れ
ぞ
れ
に
ご
満
悦
の

態
で
し
た
。

車
中
の
必
須
事
項

〈ビ
デ
オ
研
修
と
税

金
ク
イ
ズ
〉
は
、
陽
春
ム

l
ド
と
満
腹
感

@ 

に
押
さ
れ
成
果
を
期
待
す
る
に
は
タ
イ
ミ

ン
グ
が
悪
か

っ
た
様
で
す
。
天
候
が
良
い

上
に
ド
ラ
イ
バ
ー
を
初
め
と
す
る
乗
務
員

の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
抜
群
で
お
陰
で
余
り

渋
滞
に
も
巻
き
込
ま
れ
ず
、
金
谷
港
で
は

滑
り
込
み
で
乗
船
す
る
こ
と
が
出
来
幸
運

で
し
た
。

久
里
浜
の
海
上
は
波
静
か
で
、

折
り
し

も
夕
陽
が
水
平
線
に
沈
む
と
こ
ろ
で
し
た
。

デ

ッ
キ
か
ら
眺
め
る
タ
映
は
あ
た
か
も
パ

ス
研
の
成
功
を
祝
福
す
る
如
く
赤
く
印
象

的
で
し
た
。

(
中
島
国
男
)

小
山
地
区
会
税
務
研
修
会

「
落
語
と
身
近
な
税
金
」

小
山
地
区
税
務
研
修
会
は
年
度
末

3
月

お
日
に
小
山
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
ま
し
た
。

税
務
研
修
会
は
畳
間
と
決
め
て
い
ま
し

た
が
、
少
し
で
も
多
く
の
会
員
さ
ん
が
参

加
出
来
る
よ
う
に
と
の
配
慮
か
ら
、
今
回



議議

は
午
後

6
時
叩
分
の
開
催
と
し
ま
し
た
。

三
遊
亭
ら
ん
丈
さ
ん
の
出
演
を
お
願
い

し
た
関
係
で
、
当
初
予
定
し
て
い
た
会
場

を
急
逮
舞
台
つ
き
の
座
敷
に
変
更
し
、
万

全
を
期
し
た
つ
も
り
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

天
気
が
大
き
く
崩
れ
完
全
に
出
足
を
止
め

ら
れ
た
形
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
内
容
の
ユ

ニ
ー

ク
さ
が

功
を
奏
し
た
た
め
か
別
名
近
い
参
加
者

を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
て
有
意
義
で
且
つ

建議

楽
し
い

一
時
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
た
の

は
幸
い
で
し
た
。

(中
島
国
男
)

原
町
田
第

一
、
第
二
地
一品
合
同

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

「
名
門
コ

l
スの

グ
リ
ー
ン
に
四
苦
八
苦
」

-小山地区会の税務研修会

3
月
日
日
、
原
町
田
第

一
、
第
二
地
区

合
同
の
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
が
静
岡
県
・
愛
鷹

シ
ッ
ク
ス
ハ
ン

ド
レ

ッ
ド

C
C
で
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
天
候
は
絶
好
の
ゴ

ル
フ
日

和
り
で
、

初
名
の
参
加
で
し
た
。

東
急
デ
パ

ー
ト
前
に
集
合
の
後
、
パ
ス

は

一
路
沼
津
イ
ン
タ
ー
を
目
指
し
ま
し
た
。

途
中
、
研
修
委
員
長
の
杉
浦
副
会
長
の
進

行
で
研
修
ビ
デ
オ
を
上
映
し
て
頂
き
、

ほ

ぼ
予
定
ど
お
り
到
着
。
ス
タ
ー
ト
ま
で
は

各
自
お
も
い
お
も
い
に
過
ご
し
た
の
ち
コ

ン
ペ
が
始
ま
り
ま
し
た
。

愛
鷹
は
名
門
の
う
え
、
富
士
の
裾
野
と

駿
河
湾
に
固
ま
れ
て
い
る
た
め
の
特
有
な

グ
リ
ー
ン
を
持
つ
コ

l
ス
で
あ
る
と
聞
い

て
い
ま
し
た
が
、
初
心
者
の
私
に
は
と
て

も
難
し
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
ゴ

ル
フ
好
き
の
方
に
は
と
て
も
楽
し
め
た
と

の
こ
と
で
す
。

私
自
身
ゴ
ル
フ
は
好
き
で
す
が
、
色
々

な
ゴ
ル
フ
場
に
行
く
機
会
は
な
か
な
か
持

て
ず
、
今
回
の
よ
う
な
名
門
コ

l
ス
や
、

遠
く
の

コ
1
ス
に
パ
ス
で
行
け
る
の
も
法

人
会
に
加
入
し
て
い
た
か
ら
と
感
謝
し
て

@ 



ケ守

地区会のさ

イベンl当
r柏田ト

議参議畿

い
ま
す
。

い
つ
も
思
う
こ
と
で
す
が
、
ゴ
ル
フ
と

い
う
ス
ポ
ー
ツ
は
、
普
段
見
る
こ
と
の
で

き
な
い
性
格
の

一
面
を
垣
間
見
る
こ
と
も

あ
っ
た
り
、
ま
た
な
か
な
か
話
せ
な
い
方

と
も
気
軽
に
話
を
す
る
こ
と
が
出
来
る
の

も
良
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
若
い
人
の
参
加
は
少
な
い
よ

う
で
す
が
、
男
性
に
限
ら
ず
女
性
に
も
参

加
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
地
区
会
の
イ
ベ
ン
ト
か
ら
参
加
し
て

頂
け
た
ら
、
法
人
会
を
も
っ
と
身
近
に
感

じ
て
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。

私
は
青
年
部
会
に
も
加
入
し
て
い
ま
す

が
、
女
性
の
方
で
も
、

青
年
部
会
に
は
入

会
で
き
ま
す
。
地
区
会
や
部
会
の
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
て
頂
け
れ
ば
、
勉
強
に
も
な

り
交
友
範
囲
も
広
が
り
ま
す
。

今
の
時
期
、
時
間
を
割
く
の
は
大
変
だ

と
思
い
ま
す
が
、
今
後
こ
の
様
な
機
会
に

大
勢
の
会
員
の
方
々
の
参
加
を
期
待
い
た

し
ま
す
。

(
諸
星
征
孝
)

@ 

鶴
川
第

一
(
参
加
者
必
名
)
、
第
三

(参

加
者
的
名
)
地
区
合
同
の
パ
ス
研
修
を

3

月
刊
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

定
刻
の

8
時
ア
グ
リ
ハ
ウ
ス
前
を
パ

ス
2
台
で
出
発
。
当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、

素
晴
ら
し
い
パ
ス
研
修
旅

行
が
始
ま
り
ま
し
た
。
早

速
研
修
が
始
ま
り
、
ビ
デ

オ
「
平
成

日
年
度
税
制
改

正
の
ポ
イ
ン
ト
と
法
人
会

活
動
」
を
上
映
し
、
続
い
て

税
金
ク
イ
ズ
問
題
集
を
配

り
、
初
分
後
に
解
答
用
紙

を
配
っ
て
自
己
採
点
し
て

頂
き
ま
し
た
。

次
に
朝
か
ら
楽
し
み
に

し
て
い
た
寿
司
と
イ
チ
ゴ

の
食
べ
放
題
。
お
寿
司
屋

さ
ん
で
満
腹
に
な
る
ほ
ど

食
べ
、
今
度
は
イ
チ
ゴ
畑

で
大
き
い
ま
っ
赤
な
イ
チ

ゴ
を
食
べ
ま
し
た
。
最
後

に
ポ
ピ

l
畑
で
花
摘
み
を

楽
し
み
、
帰
り
の
車
中
で

鶴
川
第

一、

第
三
地
区

合
同
パ
ス
研
修
会

「
房
総
花
め
ぐ
り
、

寿
司
・
イ
チ
コ
の
食
べ
放
題
」



事静曜静• • 
は
横
浜
港
の
夜
景
を
見
な
が
ら
楽
し
い
一

時
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
役
員

の
方
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

(
須
崎
一
男
)

鶴
川
第
三
地
区
会
定
期
総
会

「
全
て
の
議
案
が

承
認
さ
れ
る
」

平
成
ロ
年

3
月
お
日
午
後

5
時
よ
り
、

鶴
川
市
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
鶴
川
第
三

地
区
会
の
平
成
日
年
度
定
期
地
区
総
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

須
崎
地
区
会
長
の
挨
拶
に
は
じ
ま
り
、

地
区
総
会
の
必
要
性
と
平
成

8
年

9
月

に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
公
益
法
人
の
指
導

監
督
基
準
」
運
用
指
針
の
簡
単
な
説
明
が

さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
議
事
に
移
り
、
「
平
成
日
年
度

事
業
報
告
」
「
平
成
日
年
度
収
支
決
算
報

告
並
び
に
監
査
報
告
」
「
平
成
ロ
年
度
事

業
計
画
(
案
)
」
「
平
成
ロ
年
度
収
支
予
算

(
案
こ
の
全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
今
の
地
区
会
事
業
に
収
益
事
業
は
な

く
公
益
事
業
の
み
の
た
め
、
本
部
交
付
金

の
活
用
報
告
が
全
て
で
す
。

最
後
に
「
改
正
男
女
雇
用
機
会
均
等
法

で
何
が
変
わ
る
か
」
の
ビ
デ
オ
研
修
で
閉

会
し
ま
し
た
。

(
村
松
桐
敏
)

その他の
地区会の
イベント

鶴
川
第
二
地
区
パ
ス
研
修
会

「
早
春
の
房
総
花
摘
み
と

イ
チ
コ
狩
り
」

3
月

5
日

房
総
方
面

引
名
参
加

旭
町
地
区
パ
ス
研
修
会

「
河
津
さ
く
ら
と

く
つ
ろ
ぎ
の
大
滝
温
泉
」

お
名
参
加

3
月

8
日

伊
豆
方
面

学
園
・
大
谷
地
区
公
関
税
務
研
修
会

「
身
近
な
税
金
」

「
高
齢
化
祉
会
と

商
届
街
と
の
か
か
わ
り
」

3
月
引
日

市
名
参
加

原
町
田
第
二
地
区
税
務
研
修
会

税「
税

務
昔1調
改

査正のの上
=ボ

事式
受て
けに
方

3
月
引
日

市
名
参
加

@ 



便り
女性部会・定時総会報告

「社会貢献活動と
新規事業計画」

去

る

6
月

5
日
、
町
田
市
民
フ

ォ

1
ラ
ム
に
於
い
て
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
、

坂
田
副
部
会
長
の
司
会
で
進
め
ら
れ
ま
し

た
。議

事
は
、
第

1
号
議
案
よ
り
第

4
号

議
案
ま
で
無
事
ご
承
認
頂
き
ま
し
た
。
議

事
終
了
後
、
八
木
会
長
と
佐
藤
副
署
長
か

ら
女
性
部
会
の
活
動
に
期
待
と
協
力
を
、

税
に
対
す
る
埋
解
を
と
、
お
祝
辞
を
頃
き

ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
佐
藤
上
席
指
導
官
よ
り

「法
人
税
関
係
法
令
改
正
」
と
題
し
て
税

生先同
門田座講辛

口き康

務
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
有
価
証
券

叫

の
区
分
方
法
や
評
価
方
法
を
変
更
し
た
場

合
の
届
出
書
を
申
告
期
限
ま
で
に
提
出
す

る
旨
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昼
食
懇
親
会
は
ザ

・
エ
ル

シ
ィ
町
田
・

芙
蓉
亭
に
移
動
し
、
上
品
な
お
料
理
で
懇

親
を
深
め
ま
し
た
。
同
会
場
で
講
演
会
「
健

康
い
き
い
き
講
座
|
健
康
食
品
は
健
康
か
」

を
町
田
市
医
師
会
よ
り
推
薦
さ
れ
た
、
小

田
桐
玲
子
先
生
に
じ
っ
く
り
お
話
し
し
て

頂
き
ま
し
た
。

私
の
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
、
子
供
達

は
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
や
サ
ン
ド
イ

ッ
チ
な
ど

単
品
で
食
べ
ら
れ
る
も
の
が
大
好
き
で
あ

る
が
、
成
長
期
こ
そ
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

食
品
を
親
が
与
え
て
あ
げ
た
い

。
ま
た
、

女
の
子
の
極
端
な
ダ
イ
エ

ッ
ト
は
絶
対
ダ

メ
。
後
で
体
調
に
変
化
が
起
き
ま
す
。
高

齢
者
と
号一
守
え
ど
も
偏
っ
た
食
事
を
し
て
い

て
は
、
検
査
し
て
み
る
と

1
ヶ
月
で
悪
い

@ 

所
が
出
ま
す
。
健
康
食
品
に
つ
い
て
も
ク

ロ
レ
ラ
、
ロ
イ
ヤ
ル
ゼ
リ

l
、
プ
ロ
ポ
リ

ス
等
色
々
あ
り
ま
す
が
、
多
く
飲
ん
で
も

そ
れ
程
で
も
な
い
。
そ
の
人
に
合

っ
た
物

を
と
実
例
を
挙
げ
て
お
話
を
頂
い
た
こ
と

で
す
。
何
と
言
っ

て
も
年

1
回
以
上
の
健

康
診
断
と
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
気
を
つ

け
た
い
も
の
で
す
。

大
変
気
さ
く
な
先
生
で
、
女
性
部
会
の

皆
様
が
望
ん
で
い
た
内
容
で
し
た
。
最
後

に
小
規
模
事
業
所
の
方
々
の
た
め
に
町
田

地
域
産
業
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
、
健
康

相
談
や
管
理
の
窓
口
が
あ
る
旨
お
知
ら
せ

し
て
頂
き
ま
し
た
。

(
神
蔵
玉
江
)

ム一フオフ民市田町たれキ
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〈
神
蔵
部
会
長
挨
拶
〉

本
日
、
第
四
固
定
時
総
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
親
会
よ
り
八
木
会

長
を
始
め
、
守
屋
専
務
理
事
、
堤
青
年
部

会
長
に
ご
出
席
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
ま
た
公
務
の
お
忙
し
い
中
、
町
田

-挨拶する神蔵部会長

税
務
署
か
ら
佐
藤
副
署
長
、
土
屋
統
括
官
、

佐
藤
上
席
指
導
官
の
ご
臨
席
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
大
同
生
命
の

幸
本
町
田
営
業
所
長
、
A
I
U
保
険
会
社

の
宇
津
様
ご
出
席
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

会
場
に
は
部
会
員
の
皆
様
に
お
集
り
頂
き

ま
し
て
、
総
会
が
出
来
ま
す
こ
と
を
喜
ん

で
お
り
ま
す
。

昨
年
計
画
い
た
し
ま
し
た
事
業
も
お
陰

様
で
無
事
終
了
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
私

は
特
に
相
田
み
つ
を
美
術
館
の
見
学
で、

「
つ
ま
づ
い
た
っ
て
い
い
じ

ゃ
な
い
か
人

間
だ
も
の
」「
批
判
は
し
た
け
れ
ど
自
分

に
出
来
る
梢た
ろ
う
か
」
等
の
自
然
態
の
言

葉
や
書
に
接
し
、
生
き
る
道
を
貫
い
た
作

者
に
慰
め
ら
れ
る
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。

青
年
部
会
と
合
同
の
公
開
講
演
会
、
〈映

画

「学
び
座
」
上
映
会〉

で
は
大
勢
の
方
に

鑑
賞
し
て
頂
き
ま
し
た
。
幻
世
紀
を
担
う

子
供
達
に
町
ぐ
る
み
で
育
て
る
教
育
を
と

考
え
る
思
い
で

一
杯
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま

た
、
福
祉
バ
ザ
ー
も
皆
様
の
協
力
で
社
会

福
祉
に
貢
献
出
来
ま
し
た
。
今
年
も
参
加

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
度
は
部
会
員
の
中
に
悲
し
い
出
来

事
が
あ
り
ま
し
た
。
元
副
部
会
長
の
佐
瀬

さ
ち
子
さ
ん
、
元
幹
事
の
峰
句
似
子
さ
ん
、

川
島
春
枝
さ
ん
が
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。
ご

家
族
の
悲
し
み
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。
何
時
も
女
性
部
会
の
た
め

に
協
力
し
て
頂
い
た
方
で
す
。
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

さ
て
本
年
も
親
会
よ
り
頂
く
予
算
に
基

づ
き
事
業
計
画
を
立
て
ま
し
た
。
新
し
い

計
画
と
し
て
、

パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

微
力
な
部
会
長
で
ご
ざ
い
ま
す
が

一
生

懸
命
勤
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
本
日
は
総

会
後
、
感
り
沢
山
の
予
定
が
入

っ
て
お
り

ま
す
。
耳
か
ら
入
れ
て
お
帰
り
の
節
は
、

茶
の
間
で
ご
家
族
と
の
話
題
に
し
て
あ
げ

て
下
さ
い
。
最
後
に
皆
様
の
ご
事
業
の
発

展
と
ご
健
勝
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

@ 



イ更り
青年部会・第21回定期総会

「今年のスローガンは

親会との距離を縮めよう」

憶
で
は
初
め
て
の
試
み
で
す
。

堤
部
会
長
の
部
会
活
動
に

対
す
る
意
気
込
み
が
部
会
役

員
に
も
浸
透
し
て
き
た
よ
う

剖
で
、
当
初
誰
を
講
師
に
招
く

長
か
を
企
画
会
議
で
検
討
さ
れ

4
古却

ま

し

た

。
「
外
部
か
ら
勉
強

切
に
も
仕
事
に
も
プ
ラ
ス
に
な

悠
y挨

る
人
を
思
い
切
っ
て
招
こ
う
」

介」引
む
と
い
う
意
見
も
出
ま
し
た
。

払
し
か
し
「
ま
ず
我
々
の
仲
間

婚
か
ら
有
益
な
話
が
聴
け
る
の

献
で
は
な
い
か
」
と
い
う
こ
と

T
I
 

• 
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
年
度
最
初
の
事
業
か
ら
、

新
し
い
試
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
行
こ
う

と
い
う
姿
勢
は
部
会
員
の

一
人
と
し
て
楽

し
み
な

一
年
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

大
野
さ
ん
の
講
演
は
と
て
も
面
白
く
、

今
の
時
代
に
マ

ッ
チ
し
た
お
話
で
し
た
。

最
初
ご
本
人
も

一
時
間
保
つ
か
心
配
し
て

い
ま
し
た
が
、
あ

っ
と
い
う
聞
に
時
間
が

A
T
月
お
日
、
法
人
会
事
務
局
に
お

い
て
青
年
部
会
第
幻
固
定
期
総
会
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

今
年
も
三
部
構
成
と
し
て
、
第
一
部
は
、

青
年
部
会
の
役
員
で
も
あ
る
大
野
副
部
会

長
に
「
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
と
モ
バ
イ
ル
コ

ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
と
題
し
て
講
演
を

お
願
い
し
ま
し
た
。
部
会
の
仲
間
を
講
師

に
迎
え
記
念
講
演
を
行
う
の
は
、
私
の
記

過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

第
二
部
の
総
会
で
は
、
親
会
の
八
木
会

@ 

長
、
神
蔵
女
性
部
会
長
、
税
務
署
の
佐
藤

副
署
長
、
土
屋
統
括
官
、
佐
藤
上
席
指
導

官
の
ご
臨
席
を
い
た
だ
き
、
各
議
案
も
滞

り
な
く
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
つ
づ
く
懇
親

会
も
和
や
か
な
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
以
下
の
基
本
方
針
を
軸
に
し

て
、
部
会
活
動
を
考
え
て
い
ま
す
。

-
今
ま
で
よ
り
親
会
と
の
距
離
を
縮
め
る

・
少
し
で
も
多
く
の
会
員
が
役
員
会
や
研

修
会
に
参
加
で
き
る
企
画
を
実
施
す
る

↓
現
在
、

定
例
役
員
会
で
パ
ソ
コ
ン
研
修

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
興
昧
の
あ
る
方
は

事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

.青年部会の女性会員です

諸
匡司

主包

征
孝



矢
沢

は
げ
し
き
瞳
閑
古
鳥

託
児
教
室
豆
の
花

(
株
)
堤
ビ
ル
堤
敏
栄

葉
桜
や
空
に
安
堵
の
陽
を
透
か
す

祭
り
は
や
夏
を
呼
び
こ
む
故
郷
な
ま
り

(
株
)
三
興
渋
谷

咲
き
の
ぼ
る

青
葉
木
蒐

ま
っ
す
ぐ
に
君
が
代
蘭
の

旅
お
も
ふ
夜
を
遠
く
に

渓
流
や

(
株
)
日
経
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

山
搬
魚
の
影
ゆ
ら
ぎ

葉
文
に
蝉
や
小
山
田
城

丸
山

藤
夫

タ
ラ
イ
オ
の

(
有
)
理
容
ひ
か
る

風
嵐
盛
り
の
桜

柿
若
葉
主
逝
き
て
も 惜

し
み
つ
つ

な
ほ
繁

(
有
)
シ
マ
ノ

く
れ
な
い
の
夕
陽
に
淡
く

渓
谷
に
染
ま
り
て
鮎
の

(
株
)
マ
ツ
ヤ
マ

武

シふ
JTん
73は
、り
とと

ハ
ン
グ
ラ
イ
ダ
ー

透
く
祝
杯
の

丸
昭
シ
ル
ク
(
株
)

し
ゃ
ぼ
ん
玉
透
け
る
帽
子
と

白
髪
を
隠
す
日
傘
の

(
株
)
町
田
電
子
計
算
セ
ン
タ
ー

清

露
座
仏
を
沈
め
る
程
の

夏
雲
や
積
木
の
や
う
な

(
株
)
千
石
屋

花
水
木

木
洩
れ
日
の
中

リ
マ
チ
ス
ポ
ー
ツ
(
株
)

五
月
空
澄
む

富
士
交
通
(
有
)

日
を

物l
l勾

判
子

孫
の
声

者』
F
り
占
C
Fり
シ
」

未十f二七

来薬i方

都の川
市香正

子

高
橋

初
枝

歩
を
ゆ
る
め

森
岡I

喜
代
子

旅
支
度

吉
川

ひ
と
り
占
め

良
子

新
調
の

見
舞
ふ
た
び

花
水
木

露
の
月
の

神
蔵
興
業
(
有
)

天
に
鯉
峨 神

蔵

相
模
の

(
株
)
フ
サ
ミ
ボ
ー
リ
ン
グ

中
村

ト
セ
子

黄
色
と
白
の

舞
ひ
は
じ
む

(
有
)
う
ち
だ

内
田

帽
子
ス
カ
ー
フ

聖
五
月

(
有
)
す
ず
か
け
商
事

わ
が
身
重
ね
し

友
井

窓
青
葉

(
有
)
協
同
電
気

木
の
葉
が
く
れ
の

畔
柳

富
美
子

貌
を
出
し

(
有
)
鈴
木
造
花
庖

鈴
木

孫
と
昼
寝
し

夏
の
夢

短
歌
の
部

(
株
)
飯
山
機
械
産
業

飯
田

柚宵
夕子蛍闇
日のがの
に香 写
光の り底
る主に
液i~氏せ

海るく せ
を風飛ら

星巨玄ぐ
ず白主君
を川
沈 に
め

玉
江

| 短歌・俳句をお寄せく五さい.寄稿lこ止、事務局宛て己J二一報くたきLIっ次回両先行瓦元月予云モす

正
子好賢

重
利

@ 
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研
修
委
員
会

申
告
書
を
自
分
で
作
成
し
て
み
よ
う
!

申
告
書
の
書
き
方
説
明
会
を
開
催

去
る

5
月
刊
日
、
法
人
会
事
務
局
に

お
い
て
法
人
税
申
告
書
の
書
き
方
説
明

会
を
実
施
し
ま
し
た
。
(
参
加
者
四
名
)

こ
の
説
明
会
の
目
的
は
、

決
算
書
を
作

成
し
た
会
員
企
業
が
自
分
(
自
社
)
で
申

告
書
を
作
成
出
来
る
よ
う
に
す
る
こ
と

で
す
。

数
回
参
加
し
て
、
内
容
が
分
か
り
ゃ
す

く
充
実
し
て
き
た
と
参
加
さ
れ
た
方
々

力、

輪、

か
ら
感
想
を
頂
き
ま
し
た
。
講
師
は
、

町

田
税
務
署
の
佐
藤
上
席
指
導
官
に
お
願

い
致
し
ま
し
た
。

次
回
開
催
は

8
月
お
日
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

組
織
委
員
会

新
入
会
員
懇
談
会
開
催

.内容も充実してきたと好評の申告書の書き方説明会

去
る

3
月
却
日
、
法
人
会
事
務
局
に

お
い
て
、
町
田
税
務
署
法
人
課
税
第

一
部

門
の
統
括
官

・上
席
指
導
官
の
ご
出
席
を

得
て
、
平
成

日
年
度
新
た
に
入
会
さ
れ
た

会
員
の
方
々
と
法
人
会
の
正
副
会
長
を

は
じ
め
委
員
会
役
員
と
の
懇
談
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

ビ
デ
オ

「青
の
決
意
』
の
上
映
の
後
、
八

木
会
長
の
挨
拶
に
続
き
出
席
者
全
員
の

自
己
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

会
場
内
が
和
や
か
な
雰
囲
気
と
な
っ

た
後
、

「法
人
会
の
組
織
』
と
「
法
人
会
の

年
間
の
主
要
事
業
』
に
つ
い
て
詳
細
な
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

限
ら
れ
た
時
間
で
し
た
が
、
お
互
い
に

懇
親
が
図
ら
れ
、
有
意
義
な
ひ
と
と
き
と

な
り
ま
し
た
。

@ 



厚
生
委
員
会

〈健
康
に
自
信
を
も
っ
て

仕
事
に
も
自
信
を
も
と
う
〉

成
人
病
健
診
実
施
さ
る

当
会
は
、
(
財
)
全
日
本
労
働
福
祉
協
会

旗
の
台
健
診
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
、
半

日
人
間
ド
ック
形
式
の
成
人
病
健
診
を
平

成

9
年
よ
り
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
今
年

も
去
る

5
月

m-初
日
の
両
日
実
施
し
犯
名

の
方
が
受
診
さ
れ
ま
し
た
。

検
査
項
目
は
、
胃
癌
・
大
腸
癌
な
ど
日
項

目
(
総
合
コ
1
ス
)
に
も
お
よ
び
、
費
用
は
健

診
コ
!
ス
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
約

3
割
安

と
な
っ
て
い
て
、
所
要
時
間
は
平
均

2
時
間

位
で
す
。

こ
の
事
業
も
会
場
提
供
の
ご
協
力
等
、
関

係
者
の
暖
か
い
ご
支
援
を
得
て
軌
道
に
の
っ

て
参
り
ま
し
た
。
今
後
も
毎
年

5
・
1
月
に

そ
れ
ぞ
れ

2
日
間
実
施
す
る
予
定
で
す
。

実
施
の
際
は
そ
の
都
度
全
会
員
に
ご
案

内
い
た
し
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ

東法連ホームページ
開設のお知うせ

a錨輯側勝灘醤醐細民

社GJA人予使命ふ入会迎会主主 策烹~新宿E板&;]13- ‘ 念t去退会箆3'
TeJ. 03-33S7-0i71 F酷 Oシ 3357-0772門陥il盟主主主出虫色巴:lli

金長安西 邦夫 〈阪湾民行ス株式会社代裳R間集役会長〉

け
ら
れ
ま
す
。

申
し
込
み
な
ど
、
会
員
限
定
サ
ー
ビ
ス
が
受

で
す U

~ ~ 
ひは
グ角、

お才
令

YJ 亥1苛
おに i去
三 入主
著~) ~ 

良了の旨
員長 ぺ ::r ユ o
疋 I eD 

ン三
h戸 =ミ

d みて3

ジ
を
閲
覧
す
る
に
は
、

ユ
ー
ザ
ー
名

一

5
2
0
3コ
パ
ス
ワ
ー
ド

一
O
吋
.
1
4

と
入
力
し

て
下
さ
い
。

え
て

法
人
会
の
東
京
組
織
で
あ
る
東
法
連
(
社

団
法
人
東
京
法
人
会
連
合
会
)
で
は
、
平
成

増
年

6
月
刊
は
白
か
ら
ホ
!
ム

ぺ
|
ジ
を
開

{
dt
A
F
l
u
h
~

。

の

ホ

!

ム

ジ

品

叫んザぱ主回
最
新
の

〈

j
連
ビ
デ
オ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
〉
や
、
都
内
各

地
の

〈法
人
会
催
し
物
〉
(
現
在
準
備
中
)
情

いの
提
供
と
、
ラ
フ
ォ
ー
レ
倶
楽
部
、
全
日

告
ア
ル
の
「
保
養
施
設
酋
提
携
宿
泊
設
備
」

@ 



平成12年度

回回園田
平
成
十
二
年
度
の
固
定
資

産
税
の
土
地
評
価
替
え
に
際

し
、
前
回
(
平
成
九
年
度
)

の
評
価
替
え
時
と
同
様
の
負

担
調
整
措
置
が
継
続
さ
れ
ま

す
が
、
負
担
水
準
の
高
い
商

業
地
等
に
つ
い
て
、
手
当
て

が
な
さ
れ
る
と
と
に
な
り
ま

し
た
。

今
回
は
、
平
成
十
二
年
度

評
価
替
え
に
と
も
な
う
負
担

調
整
措
置
を
中
心
に
説
明
す

る
こ
と
に
し
ま
す
。

|目 I

----

--色1・~ 
~ 

~ 

-------I(j司圃--
.....-・ H

CJ~ 
~ 

-~ 

~ 

ー・
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一-~.~ 
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均
衡
化
さ
れ
る
!

住
宅
用
地
等
の
負
担
調
整
措
置

土
地
の
価
格
の
下
落
に
と
も
な
う

税
負
担
の
均
衡
化
を
は
か
る
た
め
、

平
成
九
年
度
の
評
価
替
え
の
と
き
と

同
じ
負
担
調
整
措
置
が
継
続
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

¥

|

|

ノ

し
た
が
っ
て
、
平
成

一
担

嘩

十
二
年
度
か
ら
平
成
十

一
負

誹

四
年
度
ま
で
の
各
年
度

f
刈
¥

の
土
地
に
つ
い
て
の
固

¥
|
|
/

定
資
産
税
の
額
は
、
以

一
眼

撒

下
の
算
式
に
よ
る
こ
と

一
前

か

に
な
り
ま
す
。

/

|

|

¥

な
お
、
住
宅
用
地
の
負
担
調
整
率

は、

〈表

1
〉
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

負担水準 (注 負担調整率

80%以上 1.00 

40%以上80%未満 1.025 

30%以上40%未満 1.05 

20%以上30%未満 1.075 

10%以上20%未満 1.10 

10%未満 1.15 

(表ー1)

X100 (%) 

(注)
負担 一 前年度の課税標準額

水準 その年度の)住宅用地特例率
評価額 " (1/6または1/3)

@ 

な
お
、
住
宅
用
地
に
は
特
例
率

が
設
け
ら
れ
、

二
0
0
2m
ま
で
の

部
分
に
つ
い
て
は
そ
の
年
度
の
評

価
額
の
六
分
の
一
に
減
額
す
る
特

例
措
置
が
、
ま
た
、
二
0
0
2m
超

の
部
分
に
つ
い
て
は
そ
の
年
度
の

一
評
価
額
の
三
分
の

一
に
減
額
す
る

特
例
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。た

と
え
ば
、
負
担
水
準
が

八

O
%
以
上
の
場
合
、
固
定

資
産
税
の
額
は
、
前
年
度
の

税
額
に
据
え
置
か
れ
ま
す
。



商
業
地
等
の
負
担
調
整
措
置

今
年
度
改
正
に
お
い
て
は
、
商
業

地
等
の
固
定
資
産
税
の
負
担
に
配
慮

し
、
以
下
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

①
負
担
水
準
の
高
い
商
業
地
等
の
負

担
調
整
率
の
上
限
を
改
正
前
の
八

O
%
か
ら

平
成
十
二
年
度
お
よ
び
平
成
十
三
年

度
j

i
-
-
:
:
:
:
・七
五

%

(表ー2>
負担 水準 (注)

ユ 負担調整率

40%以上60%未満
ユ

1.025 

30%以上40%未満 1.05 

20%以上30%未満 1.075 

10%以上20%未満 1.10 

10%未満 1 1.15 

前年度の課税標準額
(注)負担水準"~_ ' '-，-，- - : : ' ~"~~~~' .~" XI00 (%) 

その年度の評価額

平
成
十
四
年
度
・・
・・・・七
O
%

に
、
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

②
負
担
水
準
が
六
O
%
以
上
で
、
①

の
負
担
水
準
以
下
の
商
業
地
等
に

つ
い
て
は
税
額
が
据
え
置
か
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

③
負
担
水
準
が
六
O
%
未
満
の
商
業

地
等
に
つ
い
て
は
、

負
担
水
準
に

応
じ
た
な
だ
ら
か
な
負
担
調
整
措

置
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

商
業
地
等
の
負
担
水
準
お
よ
び
負

担
調
整
率
は

〈表

2
〉
の
と
お
り
と

な
り
ま
し
た
。

臨
時
的
な
税
負
担
の
据
え
置
き
措
置

税
負
担
が
上
昇
す
る
土
地
で
あ

っ

て
も
、
以
下
の

二
つ
の
要
件
を
と
も

に
満
た
す
場
合
に
は
、
税
額
が
据
え

置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

①
そ
の
土
地
の
負
担
水
準
が

商
業
地
等
は
四
五
%
以
上

小
規
模
住
宅
用
地
は
五
五
%
以
上

一
般
住
宅
用
地
は
五
O
%
以
上

で
あ
る
こ
と
。

②
そ
の
土
地
の
平
成
九
年
度
の
評
価

額
に
対
す
る
の
そ
の
年
度
の
評
価

額
の
下
落
率
が
全
国
平
均
(
マ
イ

ナ
ス
十
二
%
)
以
上
で
あ
る
こ
と
。

女この記事についての問い合わせ先 一一一一一一(社)東京法人会連合会 合 03-3357-0771

平
成
十
三
年
度
・
平
成
十
四
年
度
の
価
格
修
正

固
定
資
産
税
の
評
価
額
は
、
基
準

年
度
(
平
成
十
二
年
度
が
該
当
)
の

価
格
を
三
年
間
据
え
置
く
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
地
価
に
関
す
る
指

標
が
さ
ら
に
下
落
傾
向
が
み
ら
れ
る

場
合
は
、
据
え
置
き
年
度
で
あ
っ
て

も
簡
易
な
方
法
に
よ
り
価
格
の
修
正

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
特
例
措
置
が

講
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

@ 



の
ご
案
内

継
続
雇
用
定
着
促
進
助
成
金
は
継
続
雇
用
の
推
進
及
び
定
着
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
希
望
者
全
員
を
六
五
歳
以
上
の
年
齢
ま
で
継
続
し
て
雇
用
す
る
制
度
を
新
た

に
導
入
す
る
事
業
主
、
文
は
同
制
度
に
伴
い
一
定
割
合
を
超
え
て
高
年
齢
者
を
雇
用

す
る
事
業
主
並
び
に
定
年
延
長
制
度
の
円
滑
な
運
用
を
図
る
事
業
主
に
対
し
て
助
成

す
る
制
度
で
す
。

同
助
成
金
は
、

次
の
=
一
つ
の
制
度
か
う
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

継
続
雇
用
制
度
奨
励
金

(第
I
種
)
↓
継
続
雇
用
制
度
の
導
入
お
よ
び
定
着
を
目
的

多
数
継
続
雇
用
助
成
金
(
第
E
種
)↓
高
年
齢
者
の
多
数
雇
用
を
目
的

定
年
延
長
職
業
適
応
助
成
金

(第
E
種
)↓
定
年
延
長
制
度
の
円
滑
な
運
用
を
目
的

今
回
は
、
継
続
雇
用
制
度
奨
励
金
(
第
I
種
)
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
事
業
主

以
上
の
年
齢
ま
で
雇
用
す
る
制
度

を
設
け
た
こ
と
(
以
下

「
定
年
延

長
等
」
と
い
う
)
。

a
定
年
を
六

一
歳
以
上
の
年
齢
に

引
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、

当
該

引
上
げ
前
の
定
年
を
超
え
る
年

齢
の
者
を
当
該
引
上
げ
後
の
定

年
に
達
す
る
ま
で
雇
用
す
る
制

度
。

b
定
年
後
も
継
続
し
て
雇
用
さ
れ

る
こ
と
を
希
望
す
る
者
を
、
定

年
に
達
し
た
後
、
一
定
の
期
間

毎
に
雇
用
契
約
を
更
新
す
る
こ

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
雇
用

保
険
の
適
用
事
業
主
に
支
給
さ
れ
ま

す
。

①
常
用
被
保
険
者
(
短
期
雇
用
特
例

被
保
険
者
及
び
日
雇
労
働
被
保
険

者
を
除
く
)
。
(※

1
)
の
数
が
十

人
以
上
で
あ
る
こ
と
。

②
労
働
協
約
又
は
就
業
規
則
に
よ
り
、

次
の
(
イ
)
又
は
(
ロ
)
に
該
当
す

る
継
続
雇
用
制
度
を
設
け
た
こ
と
。

付
次
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
、
六

一
歳

と
に
よ
り
、

中
断
す
る
こ
と
な
く

継
続
し
て
雇
用
す
る
制
度
(
当

該
事
業
所
の
正
規
の
従
業
員
た

る
地
位
の
保
持
を
伴
わ
な
い
も

の
は
除
く
)
。

C
定
年
後
も
継
続
し
て
雇
用
さ
れ

る
こ
と
を
希
望
す
る
者
に
つ
い

て、

一
定
の
要
件
を
満
た
す
在

籍
出
向
に
よ
り
雇
用
を
継
続
さ

せ
、
出
向
契
約
に
基
づ
き
出
向

先
事
業
所
に
対
し
て
、
出
向
期

間
中
の
賃
金
に
つ
い
て
補
助
を

行
う
制
度
。

ロ
次
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
、
六
五
歳

以
上
の
年
齢
ま
で
雇
用
す
る
制
度

を
設
け
た
こ
と
(
以
下
「
定
年
延

長
等
以
外
の
継
続
雇
用
制
度
」
と

い
う
)
。

a
定
年
後
も
継
続
し
て
雇
用
さ
れ

る
こ
と
を
希
望
す
る
者
を
、
定

年
に
よ
り
退
職
し
た
日
の
翌
日

か
ら
起
算
し
て
七
日
以
内
に
再

び
雇
い
入
れ
、

一
定
の
期
間
毎

に
雇
用
契
約
を
更
新
す
る
こ
と

に
よ
り
、
中
断
す
る
こ
と
な
く

継
続
し
て
雇
用
す
る
制
度
。

@ 

b
定
年
後
も
継
続
し
て
雇
用
さ
れ

る
こ
と
を
希
望
す
る
者
を
、
定

年
に
達
し
た
後
、

一
定
の
期
間

毎
に
雇
用
契
約
を
更
新
す
る
こ

と
に
よ
り
、

中
断
す
る
こ
と
な

く
継
続
し
て
雇
用
す
る
制
度
。

C
定
年
後
も
継
続
し
て
雇
用
さ
れ

る
こ
と
を
希
望
す
る
者
を
、
定

年
に
よ
り
退
職
し
た
日
の
翌
日

か
ら
起
算
し
て
七
日
以
内
に
、

一
定
の
要
件
を
満
た
す
在
籍
出

向
に
よ
り
雇
用
を
継
続
さ
せ

、

出
向
契
約
に
基
づ
き
出
向
先
事

業
所
に
対
し
て
、
出
向
期
間
中

の
賃
金
に
つ
い
て
補
助
を
行
う

制
度
。
た
だ
し
、
正
規
の
従
業

員
た
る
地
位
を
保
持
さ
せ
つ
つ

退
職
日
の
翌
日
に
再
雇
用
す
る

制
度
に
つ
い
て
は
上
記
(
イ
)
の

「
定
年
延
長
等
」
と
み
な
す
。

③
上
記
②
の
継
続
雇
用
制
度
の
導
入

前
に
、
労
働
協
約
又
は
就
業
規
則

に
よ
り
六

O
歳
以
上
の
定
年
が
定

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

④
上
記
②
の
継
続
雇
用
制
度
の
導
入

前
の
過
去
に
お
け
る
定
年
又
は
継

続
雇
用
制
度
に
よ
る
最
高
の
退
職

年
齢
を
超
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

①
上
記
②
の
継
続
雇
用
制
度
を
導
入

し
た
日
に
、
一
年
以
上
継
続
し
て

雇
用
さ
れ
て
い
る
五
五
歳
以
上
六

五
歳
未
満
の
常
用
被
保
険
者
が

一

人
以
上
雇
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
。



恩
①

「第
I
種
」
の
申
請
は
、
継
続
雇
用

制
度
を
導
入
し
た
日
の
翌
日
か
ら

起
算
し
て

一
年
以
内
に
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

②
申
請
は
、
本
社
、

支
社
、
工
場
等

を
含
め
た
企
業
単
位
で
行
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

受
給
手
続

支
給
期
間

(※

2
)
に
応
じ

(年

一
回
)
支
給

継
続
雇
用
期
間

て
最
大
限
五
年
間

さ
れ
ま
す
。

第
二
回
以
降
の
支
給
に
つ
い
て
は
、

第
一
回
の
受
給
事
業
主
で
あ
っ
て
、
か

つ
左
表
の
条
件
を
満
た
す
場
合
で
す
。

継続雇用制度導入日における 制度の適用を受けた
常用被保険者の数 常用被保険者等の数

10人~ 100人 1人以上

101人--'200人 2人以上

20 1 人~300人 3人以上

30 1 人~400人 4人以よ

401 人~500人 5人以上

501 人~600人 6人以上

60 1 人~700人 7人以上

701 人~800人 8人以上

80 1 人~900人 9人以上

901人以上 10人以上

な
お
、
制
度
の
適
用
を
受
け
た
常

用
被
保
険
者
等
(
※

3
)
が
事
業
主

の
都
合
に
よ
る
離
職
に
よ
り
雇
用
保

険
の
資
格
を
喪
失
し
た
場
合
は
原
則

と
し
て
、
ま
た
、
継
続
雇
用
制
度
の

引
下
げ
が
あ
っ
た
場
合
に
は
例
外
な

し
に
以
降
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
詳
細

は
窓
口
に
お
尋
ね
く
、だ
さ
い
。

① 「定年延長等J(65歳未満の定年引よげに限る)を導入した場合

ぶ点事 1年延長 2年延長 3年延長 4年延長

10人- 29人 100x1回 100x2回 100x3回 100x4回

30人- 99人 150xl回 150x2回 150x3回 150x4回

100人-299人 200x1回 200x2回 200x3回 200x4回

300人~ 250xl回 250x2回 250x3回 250x4回

② 「定年延長等J(65歳以上の定年引上げに限る)を導入した場合

1¥  継続雇用 l

¥¥期間
企業規模刊こど

10人- 29人

5年延長4年延長3年延長2年延長1年延長

支

給

額

導
入
し
た
継
続
雇
用
制
度
の
内
容

に
よ
り
、
企
業
規
模
及
び
継
続
雇
用

期
間
に
応
じ
て
左
表
の
額
が
支
給
さ

れ
ま
す
(
単
位
一
万
円
)
。

な
お
、
導
入
し
た
継
続
雇
用
制
度

の
内
容
が
、
左
記
①
と
③
の
組
合
せ

で
あ
る
場
合
に
は
、
「
定
年
延
長
等
」

に
よ
り
引
上
げ
た
部
分
は
左
記
①
の

表
の
額
が
、
そ
れ
以
外
の
部
分
は
左

記
③
の
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

120x5回120x4回120x3回120x2回120xl回

180x5回180x4回180x3回180x2回180xl回30人- 99人

240x5回240x4回240x3回240x2回240xl回100人-299人

300x5回300x4回300x3回300x2回300xl回300人~

③ 「定年延長等以外の継続雇用制度Jを導入した場合

ぶ持!1年延長 2年延長 3年延長 4年延長 5年延長

10人- 29人 80xl回 80x2回 80x3回 80x4回 80x5回

30人- 99人 120xl回 120x2回 120x3回 120x4回 120x5回

100人-299人 160xl回 160x2回 160x3回 160x4回 160x5回 ;

300人~ 200xl回 200x2回 200x3回 200x4回 200x5@ I 

を超えて継続雇用 (65歳を限度)されることとなる期間

をいいます。

※3 r制度の適用を受けた常用被保険者等jとは仁コの期

問に該当する l年以上継続して雇用されている者を p~ 、

ます。 定年等年齢 継続雇用制度による退職年齢
(過去最高のもの (65歳を限度とする)
vv  

畑・・・闘 継続雇用期間 闇闇剛山|

※1 r常用被保険者」には、短期雇用特例被保険者を除

きますが、当該事業主に1年以上雇用されている短期

雇用特例被保険者であ って、常用被保険者と 同じ就業

規則が適用されていること等により、常用被保険者と

労働条件が同一であるととが客観的に判断できる者に

ついては常用被保険者に含みます。

※2 r継続雇用期間」 とは、継続雇用制度によりその制

度を導入する前の過去最高の定年等による退職予定日

※高年齢者雇用開発協会は、継続雇用制度の導入・定着、

高年齢者の多数雇用及び定年延長制度の円滑な運用の促

進を目的として、事業主の方に、I総統雇用定着促進助成

金を支給している公益法人です。

詳しい内容については

(社)東京都高年齢者雇用開発協会電話03-5684-3381

〒112-0002文京区小石)112・22-2小石川和順ビル2階

へお問い合わせください。

@ 



法人会では、会員企業の皆様がご出張の際などに

割安な料金でホテルがご利用いただけるよう、このた

び全日空ホテルズと割引利用契約を締結しました。全

国28ヶ所 (沖縄県のリゾートホテルを含む)のホテル

が特別割引料金でご利用いただけます。

・利用対象者

法人会会員企業および、その企業の役員・従業員と

その家族0

・利用手続き

全日空ホテルズ予約センターあて電話でお申し込み

ください。その際、必ず法人会会員である旨を告げ

てください。フリイイヤル函 0120-029・501

・宿泊料金は1泊朝食付き1名様、サービス料込み・税別
の料金です。

ホテルキャッスル

万!-I;シルバーホテル
宮山全日空ホテル
金沢全日空ホテル

桜内全日空ホテル

札保全日空ホテル

釧路全日空ホテル

千歳全日空ホテル
函館}¥-J¥ービューホテル広島全日空ホテル

宇都全日空ホテル

博多全日空ホテル

ハウステンポス
ジ工イアール
全日空ホテル

東京全日空ホテル

成田全日空ホテル

ホテルグランコ ト名古屋

ニュースカイ
ホテル '

J

ル
'
卜

L

H

テ

比

一

日

テ

ホ

テ

ゾ

ホ

レ

ォ

一

ホ

リ

v

一

日

一

ユ

チ

必

ル

ユ

杭

ュ

ピ

一
凡

テ

ピ

ノ

ピ

ン

ピ

テ

ホ

ル

デ

ト

ャ

フ

ホ

チ

ヤ

一

パ

シ

一

空

一
イ
ガ
一

一
イ

B

ピ

ロ

ナ

ハ

オ

島

全

座

縄

グ

純

縄

米

垣

万

沖

ラ

沖

沖

久

石

i
u

J
f
'
Jd
v

一一

一ア

一

Jα
包

一

ホ

-J

ド
ハ
岬

空

-J
'

j

pe

回全部一一尽

松山全日空ホテル

大阪全日空ホテル

全日空ゲートタワー
ホテル大阪

北
海
道

干060-0003札幌市中央区北3条西1・2-9

・交通/新千歳空港から車で約60分/JR札峨駅から

徒歩約7分/地下鉄東笠線札幌駅から徒歩約3分
・客室数/412室

干085-0016~JII路市錦町3-7

・交通/釧|路岱港から司王で約30分/JR釧|路駅から従

歩約10分

・客室数/180室

〒066-0036千歳市北栄2-2-1

.交通/JR千歳駅から徒歩約5分/新千歳宅港から

車で約10分/道央自動車道千歳I.Cーから車でがn分

・客室数/288室

、可国主flU，凪E誼司::Ii(l;2J.
唱 干040・0063函館市若松町14-10 1，一一一「

・交通/函館空港から連絡パスで約20分

/JR函館駅から徒歩約1分
・客室数/200室

@ 



東

北

Tel. (0764) 24-7600 

〒930-0084富山市大手町2-3

.交通/富山空港から車で

歩約10分

i.客室数/256室

Tel. (076) 224-6111 

干920-8518金沢市昭和町16-3

国交 通 /小松空港から車で約40分IJR金沢駅東口か

ら徒歩約1分

-客室数/253室
| トリ ヨル ~ ど， 1 :J b I 

関 Tel. (0476) 33-1311 
東

干286-0107成田市堀之内68番地 部屋 通常料金

-交通/新東京国際空港第2!jfi.客ターミナルから車で シングル 19，580 
約10分/JR・京成空港第2ビル駅から車で約10分/ ツイン 16，005 
空港ーホテル聞は、ンャトルパスが運行 トリプル 12，430 

.客室数/442釜

Tel. (03) 3505-1111 
干 107-0052 東京都港区赤坂 1-12-33
-交通/銀座線南北線溜池山王駅13番出口か ら

徒歩約1分/六本木、赤坂、神谷町、医|会議事堂前

各地下鉄駅から 徒歩約10分/最寄 りバ ス停は都

パス 「赤坂アーク ヒルズ前j
.客室数/901室

東

j毎
〒460-0023名古屋市中区金山町1-1-1

-交通/金山総合駅(jR-名鉄-地下鉄)から徒歩l分

/JR名古屋駅から車で約15分/名古屋空港から車

で約50分

-客室数/246室

近 Tel. (075) 231-1155 
畿

干604-0055京都市中京区堀川通二条城前

.交通/地下鉄東西線二条城前駅2~出口から徒歩17;1地下鉄烏丸

線烏丸御池駅から徒歩約7分IJR京都駅・京阪三条駅から車で約

15分/阪急四条大宮駅から車で約5分/大阪伊丹空港から車で約

60分(ホテルからリムジンパスが発若しています)・宮:室数1303室

〒990-0031山形市十日町4-2-7

.交通/111形空港から車で約40分/JRI.LI形駅から徒

歩約7分

・客室数/160室

北

陸

@ 

Tel. (023) 631-3311 
通常料金

10，670 

8，965 

7，773 

淵一透明

Tel. (025) 243-3711 



近

畿

中

国

四

国

九

州

〒530-0004大阪市北区堂島浜1-3-1
・交通/関西国際空港から当ホテル直行リムジンパス

で'90分/大阪伊丹空港から当ホテル直行リムジンパ
スで40分/大阪駅、村証田駅から徒歩10分/JR新大
阪駅から車で10分/地下鉄淀屋橋駅から徒歩5分

・客室数/487室

〒755-8588宇部市相生町8-1

.交 通 /山口宇部空港から車で約10分/JR新幹線小

j郎駅から車で約30分/JR宇部新川駅から徒歩約5分
.客室数/140室

干790・8520松山市一番町3・2・1

・交通/松山空港から車で約20分/JR松山駅から車

で約8分

・客室数/330室

干812-0011福岡市博多区博多駅前3-3-3

国交通/福岡空港から阜で約10分/JR博多駅、地下

鉄~草多駅から徒歩約3分

・客室数/351室

干859・3296佐世保市ハウステンポス町10番
.交通/JR博多駅からハウステンポス号で約100分/JR長崎駅から

ンーサイドライナーで、約90分/JR大村線ノ、ゥステンポス駅下車約3分
/西九州自動車道大搭インターからjliで約15分/長崎空港から高
速船エアポートライナーで約45分(ハウステンポス入場券が必要です。)
/長崎空港からエアポートパスでが~50分.客室数/330室

干860-0034熊本市東阿弥陀寺町2

.交通/熊本空港から車で約45分/JR熊本駅から率

で3分、徒歩約10分

.客室数/300室

Tel. (06) 6347-1112 
通常料金

20，900 

17，050 

13，566 

Tel.(0724)60イ111

Tel. (082) 241-1111 

Tel.(0836)32・1112

Tel. (089) 933-5511 

Tel. (092) 471-7111 

Tel. (0956) 58-7111 

Tel.(096)354・2111

@ 



@ 

〒901-2224沖縄県宜野湾市莫志喜4-1-1

・交通/那覇空港から車で約30分

・客室数/204室

干900-0021沖縄県那覇市泉崎2-46

.交 通 /那羽空港から車で約10分

園客室数/368室

干900-0033沖縄県那覇市久米2-1-5

.交通 /那覇空港から車で約5分

・客室数/207室

〒905-0206沖縄県国頭郡本部町字石川938

・交通/那覇空港から車で約100分

.客室数/94室

Tel. (098) 966-1211 

rE間三宮宣車回目白岡~ Tel. (098) 985-7111 

干901-3107沖縄県島尻郡仲里村字謝名堂548

・交通/丹11刺から飛行機で35分/久米島空港から路

線パスで30分/那湖泊港から高速船で111寺!?司40分

/那硝泊港からフェリーで包時間30分

・客室数/80室

干907-0002沖縄県石垣市真栄里354-1

・交通/那覇空港から飛行機で55分/石垣空港から

車で5分/石垣島ゴルフ倶楽部はホテルから車で20

分

圃客室数/317室
(上段)ハティオ館

(中段)ヲワー館

(下段)サンコ スト館

*泊7常許料金略。
*ンングルlは孟t、ノインル一ムのlド:主E

*叫4名峨料金.お子械料金設定あり。

Tel. (09808) 8-7111 
Il~(~9-;;~(~ I叩~31~1 1 ~f，c!.議il l1 2パ -12/28

部屋 18/10-自11517/20-自191 ~九フパ ~ I
14/2-8--5/6-1811-6-8123181主主:'11)あ11/4-1119 
137.300 1 35.500 1 30.100 1 27.000 

シングル 131.5001 29.700 1 25.200 1 22.500 
26.100 124.300 1 19.800 117.100 
26.500 1 24.700 1 19.300 1 16.200 

ツイン 122.500 1 20目7001 16.200 1 13.500 
18.900 1 17.100112.600 1 9.900 
23.800 1 22.000 1 16.600 1 13.500 

トリプル n9.8001 18.000 1 13.500 1 10.800 
17.100 1 15.300 1 10.800 1 8.100 

ご予約お町わせは全日空ホテJVA'爾 0120・029・501
全日空ホテルス'インヲーネ色ノトホームページ アドレス http://www.ananet.or.jp/anahotels/



消費務期隈持続付

法
人
会
は
、
「
消
費
税
期
限
内
納
付

一
戸

運
動
」
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
が
、
消
費
税

の
滞
納
額
が
年
々
増
加
し

て
い
く
現
状
を

踏
ま
え
、

一
歩
踏
み
こ
ん
だ
運
動
と
し
て
「
消

費
税
期
限
内
納
付
推
進
運
動
」
を
平
成

ロ

年
度
か
ら
全
国
的
に
実
施

す

る
こ
と
に
な

灼
J

宇
品
し
た
。

消
費
税
は
お
客
さ
ま
か
ら
の

「
預
か
り
金
」

的
な
性
格
を
も
っ
税
金
で
す
。
運
動
の
趣
旨

を
ご
理
解
の
う
え
、
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

[
消
費
税
に
は
納
付
期
限
が
あ
り
ま
す
]

-
期
限
を
過
ぎ
る
と
延
滞
税
が
か
か
り
ま

す
。
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

-
納
税
資
金
の
備
蓄
を
し
ま
し
ょ
う
。

-
納
税
に
は
振
替
納
税
を
お
薦
め
し
ま
す
。

後編
記集

R 

第
初
回
通
常
総
会
の
終
了
後
、
創
立
日
周
年
・

社
団

化
却
周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、

多
く
の
会
員
の

方
々
に
出
席
を

い
た
だ
き
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
実
行
委
員
の
皆
様
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

ま
た
記
念
誌
の
発
刊
の
運
び
と
な
り
、
座
談
会
、
随
想
を
通
じ
法
人

会
の
想
い
出
や
苦
心
談
等
充
実
し
た
内
容
で
お
届
け
で
き
る
も
の
と
確

信
し
て
お
り
ま
す
。

記
念
式
典
の

一
角
で
、
法
人
会
報
の
表
紙
を
描
い
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
三
橋
園
民
先
生
の
作
品
の

一
部
を
展
示
し
ま
し
た
。
非
常
に
好

評
で
、

日
本
放
送
協
会
発
行
の
「
鳥
の
詰
」
を
含
め
真
剣
な
眼
差
し
で

皆
様
が
鑑
賞
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

私
の
義
父
も
西
部
ニ

ュ
l
ギ
ニ
ア
で
昭
和
四
年
に
戦
死
し
、
昨
年
3

月
に
妻
が
遺
族
の
方
々

日
名
と
慰
霊
に
参
加
し
ま
し
た
。
現
地
で
旧
日

本
兵
の
方
と
思
わ
れ
る
数
十
体
の
野
晒
し
の
骨
を
見
て
、
有
志
の
方
々

と
外
務
省
と
厚
生
省
に
執
念
の
働
き
掛
け
を
し
ま
し
た
。
同
年

8
月、

厚
生
省
「
遺
骨
収
集
応
急
派
遣
団
」
が
現
地
に
向
か
い
、
遺
骨
約
河
柱

が
半
世
紀
ぶ
り
に
帰
国
。
本
年

5
月
、
千
鳥
ケ
淵
戦
没
者
墓
苑
に
納
骨

さ
れ
ま
し
た
。
三
橋
先
生
の
絵
と
重
ね
合
わ
せ
て
考
え
深
い
も
の
を
感

じ
感
動
い
た
し
ま
し
た
。

E 工Q E M 

(
佐
藤
)

量挙

Q 

哀
悼去

る

6
月
市
目
、
広
報
委
員
会
の
副
委
員
長
で
、
本
誌
編
集
委
員
の

石
阪
和
義
氏
が
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
特
歳
。

大
き
な
身
体
に
い
つ
も
笑
顔
を
絶
や
さ
な
か

っ
た
故
人
の
ご
活
躍
を

偲
び
、
慎
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

R E 

ム
ロ
世
手

発行人・(社)町団法人会 会長 八木要 編集人・(社)町田法人会広報委員会

東京都町田市森野1丁自9番20号 第二矢沢ビル4階 TEL:042(726)2453FAX:042(724)5853 

全法違ホムベジ http:/川ww.zenkokuhojinkai.or.jp/ 東法違ホムベジ ht1p:l/www.tohoren.or.jp

本紙掲載の記事、写真の担断掲載を禁じます。
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7メリカンフ?ミリ一生命保隙会社

! 町田法人会厚生制度推進員のご紹介 l 

積極的に推進します!
日頃は大変お世話になっておりますO今後もどうぞよろしくお願いいたします。

一柳精子 川手久美子津田 一範 篠崎久子

(株)東京卜ロン他];)!センター

清水和代 深津満 平瀬勲 細谷功 山本久美子

スーパーがん保険スーパー介護定期保険法人会医療保険

アメリカンファミリ 生命保険会社は、世界的格付け機関であるスタンずード&プア-A.社

より日本における卓越した市場地位と非常に良好な業績などをもとに「保険金支払い

能力j格付で“AA"(優秀)を取得しております。これは、さまざまな経済環境や事業環

境の変化においても「保険金支払い能力」が強力であるとの評価です。

(格付取得目/1998.2.9 ※なお、米国志社も、1997.5.14. AAの格付を得ております。)

W~C 
臨露冨置 iillJUlm跨渇購安苦言~~:J渇彊盟橿醤盟量醤橿醤醤富盛彊富盛麗麗題麗訓電1ト開範併時隣家灘窓設添!ト鞘倍修臨時磐箆翠醤盟盤|

躍量量酷麗 15.i1罵蹴覇お毒患盟陸器部~-:~伝説部都品窓寵盗輔輔副閥l骨J開明霊事;ICJI強襲覇賦l事:鮒E間間i鎧盤瞳盤|



町田の小学校 。
町田市立相原小学校のあゆみ

大戸学校[円林寺]• 

相原尋常小学校大戸分教場

堺村立相原小林 大戸分教場
/~ー

(大戸分U校閉校) 久「

明治7年

明治10年

明治15年

明治25年

明治26年

明治34年

明治41年

明治42年

rヘ

大正12年

昭和16年 〉
〆

昭智22t 〉
~ .. 

昭和33年
〆

昭和43年
ト¥ 

， 

.2004年に聞けられるタイムカプセル

相原学校[長福寺]

八丹学校

(現在地に新校舎完成)

相叩 !?

堺村立?原小学校

(分校を統合)

く町田市立相原小学校> 町田市相原町1673 生徒数:575名 学級数:18クラス


